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1．流星観測の意義

　流星は惑星間空間 を漂 う小 さな粒子（流星物質 ，

meteoroid ）が地球大気に飛び込んで発光す る現象で

ある．こ れ まで流星は 眼視 ， 写真 ， 電波 とい っ た

天文観測的手段によ っ て観測されて い るが ，
こ の

ような観測手段 に よ っ て検出される流星物質の 質

量は 10・‘g以上 で ある こ とが知られ て い る．一方人

工衛星 や ロ ケ ッ トなどで直接採取され て い る流星

物質は，こ れ よりも小 さい micrometeoroid と呼ば

れるて い る もの である．こ れ は 質量の大 きい 粒子

ほど数が少な くなる こ とか ら，人工衛星 などの 小

断面積 の 採取装置に ，大質量の粒子が飛び込む確

率が極め て低 い こ とに よ る、従 っ て
， 比較的質量

の 大 きい 流星物質の 研究 に お い て は，広 い 範囲 の

領域 を連続的に観測で きる地上観測は重要で あ る，

そ こ で こ の 稿 で は 流星現象の プ ロ セ ス
， 観測法 ，

そして 流星観測に よ っ て得 られた主 な成果など に

つ い て概説する こ ととする．

2．大気中における流星の 振る 舞 い

　流星物質が高速で 地球大気に突入する と，流星

物質と地球大気の原子
・
分子 との衝突に よ っ て 減

速 される（詳 しくは（1】，［2】等を参照）．時間dtの 間

に地球中心に対する速度 V の 流 星が遭遇する物質

の 総質量M は

に よ っ て 与えられるが ，こ こ で A は 流星物質の 形

状に よ っ て 決 まる フ ァ ク タ ーで あ り，m は流星物

質の 質量，ρ。 流星物質の 密度，ρ、は空気の密度で

ある ．A （mfp 。）
asは流星物質の断面積 に相当し，球

状の流星物質の場合A の値は1．2で ある．流星物質

との衝突 に よっ て はね飛ばされ る空気分子が単位

時間当たり獲得する運動量はrA （m1 ρ。獅 ρ、ゾと表

す こ とがで きる．こ こ で ，r は無次元 の抵抗係数

（drag　coefficient ，0．5−−1．0の値を とる）で ある．こ の

量は 流星物質が単位時間 に失 う運動量mdV ／dtl：等

しい の で ，以下 の 関係式が得 られる．

壁 』 虻 （。m1 、ec
・

）
dt　　mlX3 ρ：

t3 （2）

　さて
，

流星物質が失う運動エ ネル ギーの 大部分

は熱に変換され て流星物質の 表面を溶解する．流

星現象は希薄な超高層大気中で 起 きる た め
， 電離

や光の 発生 に消費され る運動 エ ネ ル ギ
ー

の 割合 は

遥か に小 さい ．溶解 した流星物質の 表面か ら は ，

原子が流星 の表面 か ら蒸発 してい く，こ の一連の

現象は英語で ablation と呼ばれるが，訳語として は

「溶けて蒸発する」とい う意味で，あ まりポ ピュ ラ

ーで は な い が 「溶発」を採用する こ ととする．溶

発に より流星物質が質量を失う割合は，流星物質

の 運動 エ ネ ル ギ
ー

が衝 突す る大気分子 に移 っ て行

く割合に比例 し，次の ように表 され る．
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伽 　　AAm
？ Bp

，
v3

d’

−
　　2ζρ孟

β （3）

こ こ でζは溶発 して行 く流星物質が 運 ぶ熱量（02−LO

×　］　OL”erg 〆g），
　 A は 熱伝導係数（無次元 ，

0．1−O．6）で あ

り，運動 エ ネル ギ
ー

か ら熱 エ ネル ギ
ー

へ の 変換効

率を示す ．

　
・
方溶発 して流星か ら離れ て い く物質の 速度に

は
， 流星物質の軌道速度が ベ ク トル的に加わ り，こ

れを運動エ ネル ギーに換算す る と約200eV とな る．

こ れは流 星物質か ら溶発 して きた原子 や ，空気中

の 原 チ を電離 させ る の に 十分 な大 きさで あ り，そ

の 結果流 星物質 の 移動 と と もに，直径数m ，長 さ

10km 程度の イオ ン の柱（電離柱 と呼ぶ ）が大気中 に

形成 され る．電離柱 の 中 の 励起 され た原子や イオ

ン は 可視光領域の ス ペ ク トル線を放射 し，そ れ が

流星 の光 と して我 々 の 眼に 入る の である．

　次に，流星の 電波観測デ ータ の 解析を行 う上 で

知 っ て お かなけれ ばな らない ，流星 による大気 の

電離に つ い て議論す る ．流星 の 経路に沿 っ た 単位

長さ当た りの 電子線密度 をα，電離 され る 原子 の 平

均的電離ポ テ ン シ ャ ル をη とする と
， 流星物質の 溶

発 に よ っ て 供給 され るエ ネル ギ
ー

の うち，電離 に

費や され る エ ネル ギーの単位時間当た りの量は 次

式で 与えられる，

　　 　　l　 dm 　 2
α v η

＝−s　T ・　
’コ
ai　v　　　　　　　　　 （erg ！sec ）  

こ こ で Taは電離 の 効率を表すフ ァ ク ターである．（3）

式に よ りこ の 式は以 下 の よ うに変形 され る．

・ ・ 騫（離 脈   ・ （5）

即ち，流星に よ っ て形成 され る電離柱の電子線密

度は，流星 の速度の 4乗に比例 す る とい う基 本的

な概念が導れ る．しか し以上 の議論は流星物質の
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分裂が考慮 され て い ない こ とに注意 してお く必要

が ある ［3】．以 上 の ような予備知識の もとに ，以 下

の 各章で 流星 の 観測法や それ に よっ て 得 られた結

果 な どを議論す る こ とに す る．

3．流星の観測法

3，1 眼視観測

　文字通 り肉眼 で 流星 を観測する方法であ り，初

期 の 流星観測デ ータ は，熟練 した肉眼観測 者 に よ

っ て 得 られ た もの で あ る．肉眼 で 見 え る 流 星 は 3等

級 よ りも明る い もの が多い ．流星の 経路 の 観測は，

流星 の 発光点 と消滅点を星図上 に書 き込む こ とに

よっ て行われ る．流 星 の経路 をい くつ か記録 して，

それぞれ の経路を星図上 で 逆方向に延長 して み る

と，ほ ぼ 一
点 で 交差 す る場合 があ り，こ れを輻 射

点 （又は放射点）とよぶ．こ れは
一

群の 流星が輻射点

の 方向か ら飛ん で きた こ とを示す．こ の ように共

通 の 輻射点を持 っ た流星 の グル
ー

プを 「流星群」と

よ び，輻射点が 属する 星座の 名前を取 っ て ，例 え

ば 「し し座流 星群」 とい うふ うに呼ば れ る こ とが

多い ．流星群に 属して い る流 星 は 「群流星」とよ

ば れ，そうで ない 流星は，「散在流星」と よ ばれ て

い る，眼視観測 の デ
ータ に しば しば現 れる HR と

い う量は流星 の 1時間当た りの 出現数（Hourly　Rate）

で あ り，流 星発生 数 の 目安 と して 用 い られ る．観

測デ
ー

タか らHR を決定するため に は，空の状態（雲

量など），月明 の 有無，観測者 の 個 人差 な どの 補正

が必要で ある．また，輻射点の 高度の 時間変化を

補正 して ，輻射点が天頂 にあ っ た場合に観測 され

る で あ ろ う流星数に換算する こ とが行われ て い る ．

詳細につ い て は 【4】を見られた い ，

N 工工
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3，2 写真観測

　写真観測の利点は流星 の経路が 正確に求め ら れ

る こ と にあ り， 回転 シ ャ ッ タ ー
を用 い て 流星 の 角

速度を測定する こ とも可能で ある．2地点で 同時に

写真観測 を行 えば流星 の軌道 が決 定で きるため ，

感光材の 進歩 とと もに，世界各国で観測が行われ

る ように なっ た．高感度感光材を使用 する と，4等

級 まで の 流星 を記録する こ とが で きる．通常の 写

真観測で は広 い 写野を得る こ とが困難だが，こ の

欠点は ス ーパ ー ・シ ュ ミ ッ トカ メ ラ（flO．8，視野の

直径55度）の 出現によ り大い に改善された．こ の観

測装置 を用 い て ホ イ ッ プ ル 達が 1950 年代に 行 っ た

観測に よ り，多 くの 流星 の軌道が決定 された．そ

の 結果，眼視観測者の 間 で 約 150年間 に わ た り論争

が続い て い た
，

どの位の 流星が太陽系外起源を示

す放物線軌道や双曲線軌道を持 っ て い るか とい う

問題に対 して は
， そ の ような軌道を持 つ 流星が存

在するとして も全流 星 の 1％ 以下で あ り，しか も積

極的な証拠で は無 い とい う解答を与えた の は有名

で ある ［5】．こ の 問題 の そ の 後の発展に つ い て は
，

本文45 節 を見 られた い ．

3．3 ビデオ観測

　最近で は前述 の 写真観測に代わ り，流星 の ビ デ

オ観測が広 く行われ る ようになっ た．高感度の ビ

デオ観測 による と， 大体9等まで の流星を観測する

こ とが可能で あり，13
°
× 16

°
の 視野 の 場合，平均

して 1時間当た り約180個 の 流 星をキ ャ ッ チ で きる ．

ビデオ観測による と，1125−1〆30秒 くらい の 高 い 時

間分解能で流星の 追跡が可能 となる ［1］．また2ヶ

所で ビデオ観測 を行うこ とに よ り，高さ に よ る流

星の 明る さの 変化 などを詳細に追跡する こ とがで

きるだけで なく，間欠的な撮像が行われ るため
， 回

転シ ャ ッ ターを使わ な くて も速度の 測定が で きる．

こ の方法に よ る観測か ら流 星 の 溶発 や分裂過程に

つ い て
， 貴重 なデ

ー
タが得 られ て い る．

日本惑星科学会誌Vol．6　No．4，1gg7

3．4 分光観測

　流星 の 軌跡の 見かけの 幅は非常に狭 い ため ， プ

リ ズ ム また は 回折格子 を対物 レ ン ズの 前面 に装着

す れば，ス リ ッ トを用い なくて も流星の 分光観測

が可能で ある ．典型 的な流星 の ス ベ ク トル は，電

離ポテ ン シ ャ ル が L9〜13．9V に あ るイオ ン の発す

る低励起ス ペ ク トル で あ り，温度に換算すると1630

〜4800K に相当する．また，流星 に よ っ て 生成 さ

れ る励起状態の原子の総数は IO15〜IO’T個 と見積も

られ て い る ．こ れ まで に ス ペ ク トル 観測に よ っ て

検出 された元 素は，中性原子 と し て はFel
，
MgI

，

Na　I
，
　Ca 　1

，
　Mn 　L　Cr 　1，　Al　L　Ni　L　H　1，　O 　1，　N 　I，1次

電離イオ ン として はCa　II
，
　Mg 　II，　Si　II，　Fe　II，　N　II，　O

IIな どがある （注 ：原子記号に付けた ロ ー
マ 数字は

何価の イオ ン であるかを示 し，1は中性 ，
IIは1価の

イオ ン を示す）．図1に流星ス ペ ク トル の 例 を示す

Ca　II

MgE

MgI

Nai

翻

‘

岱

H

9all

 

珈

500θ

65即

尋伽

嬲

図 1．明 るい 流星の ス ペ ク トル （【21の 167ペ
ー

ジ，図55か ら引用 ）．
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［2］．流星 の ス ペ ク トル は粒子の速度や流星の 明る

さに よっ て現れ方が異な り， 高速の流星 の場合Ca

IIの H ，
　K 線が 目立 つ よ うに な り，低速 の 流 星 で は

Na　lt　Mg 　I，　Fe ［の ス ペ ク トル線が主 となる．また，

N ，，FeO，　MgO ，　CaO ，　CN ，　C2，　CO ，　CO ＋
な どの 分子 ス

ペ ク トル 線が 見られ る こ とが ある ．流星の ス ペ ク

トル の 解析か ら元素の 存在比 を決め るこ とがで き

る．流星物質の 元素の 存在比は 炭素質 コ ン ドラ イ

ト系の隕石 に近い こ とが 示され て い るが［6］，ス ペ

ク トル 線 の 解析にあた っ て電離 ・再結合過程の詳

細が不 明 の た め ，問題が 残 っ て い る．

3．5 流星の電波観測

　第二 次大戦後，戦時中に発展 した レーダー技術

を応用 して流星を観測する こ とが，1950−1960年代

に米国，英 国，カ ナ ダな どで始め られ た ［7］．流星

の レーダー観測に使 われる電波の 波長は，電離柱

の 幅 よ りも長い こ とが必要であるが，こ れは波長

が短い 場合に電離柱の前面 と後面か ら反射された

電波がお互 い に 干 渉 を起 こ して
， 反射電波の強度

が減少するた め で ある ．従 っ て 流星 レ ーダ ー観測

は，通常50MHz あ た りの 電波 を用 い て行われ る．

詳 しい 議論 は［L ［刀にある．

　流星観測で は，後方散乱（backscatter）レーダが用

い られ る こ とが多い ．こ れ は同
一

の 地 点 に 置 かれ

た送信機と受信機に よっ て ，電離柱か ら反射 され

て 戻 っ て くる電波 を観測する もの で あ る ．こ の 方

法 に よ る と，反射点付近に お ける電離柱に含まれ

る電子の線密度（流星痕の 単位長さ当た りの電子数）

に関する デ ータが得 られ る．流星に よる反射電波

強度の 時間変化の 様子が エ コ
ーの継続時間に よ っ

て どの よ うな形で現れ る かを図2に示す［11．電離柱

の 電子線密度が2，4× 1012！cm よ り十分小さい 場合は

underdense とよ ばれ，こ の とき受信電波強度の 時間

変化は
， 電波強度 の 急激 な上昇 と，それ に 引き続

く指数関数的な減衰を示す（図 2上段）．こ れ に対 し
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て 電子線密度 が上 述の 値よ り十分大きい 場合は

overdense とよばれ，継続時間が数秒間か ら数 10秒

間 に わ た っ て ほ ぼ
一

定強度の の エ コ
ー

が観測 され

る（図2中段）．長時間継続す る エ コ ーに は大 きな強

弱の変化が現れ る が
，

こ れは電離柱 の 複数 の 場所

で 反射 された電波が干渉 を起 こ るためで ある（図 2

下段）．ア ン テナ の ビーム の 中を流星が移動する の

に伴 っ て ，受信電波強度が周期的に変動す る こ と

図2．後方散乱 レ
ー

ダーに よ る受信電波強度 の時 間変化の 例．観

測 周 波 数 は 16 ．6MHz ．パ ル ス 間 隔 は 20 　 msec ，上 段 ：

underdense の 場 合，エ コ
ー

の 継続 時間 は0．3　sec ．中段 ：

overdense の場 合．エ コ
ー

の纏続 時 間の代表値 は1，6　sec．下段 ：

overdense で継続時間の 長い エ コ
ー

（この 場 合 は 14．4　sec ）．流 星

痕の 変形 に よ り顕著な 電波強度変化 を示す（［1］の t38ペ
ージ、図

8より 引用》．
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がある が（図2中段），こ れ は フ レ ネ ル 効果 によっ て

作られる干渉パ ター
ン の移動に よるもの で ある．そ

こ で こ の観測か ら流星の 速度 を求め る こ とが で き

る 【7］．また，流星 の頭部か らの 反射波 の波長の 変

化を観測 して ，直接 に流星の 速度が測定で きる．

速度測定の 精度は，±5kmlsec 程度で ある［1亅，

　多くの 流星 は 時間 とともに 減速を受ける が，大

気中 で の流星 の 運動を記述す るdrag　equation に 減

速効果を加え る こ と に よ り， 線密度の高 さ に よ る

変化，最大線密度，電離柱の 中に存在する電子の

総数 などが求まる．こ うして 求め た電離度の 高 さ

に よる変化か ら，熱伝導率や電離効率な どを考慮

して ，大気層突入前の 流星物質の 質量が決定で き

る．また，減速 に対する質量損失の割合で あ る 溶

発係数 もこ の 観測か ら求め る こ とがで きる が，こ

の量 は流星物質の 化学組成や物性物理 的構造 に密

接に関係 して い る ［1］．

　 こ の よ うに 流星 の レー
ダ
ー観測は，眼視観測や

写真観測 と比 べ てはるかに多 くの 情報を提供する

こ とが で きるが，そ れ なりの 限界はあ る．　 般 に

高速の 流星 は検出 され や すく，低速度 の 流星は観

測 され に くい ．また，観測限界は電離柱の 拡散時

間 に も依存する ．こ こ で 問題 に して い る数
．
卜MHz

帯に お い て は ，高度が 100km よ り高い とこ ろ で は

拡散が効 くため，高速の 流星 で あっ て も検出し に

世界時 3時
にお ける 1

時闇当た り

の流星発生

數 （HR）

くくなる し，低速度で低質量の 流星 であっ て も， 低

高度で は拡散が緩やか で あるた め，逆 に検出 しや

す くなる．流星 レーダー観測の解析を行うとき，後

述の よ うに こ れ らの 「選択効果」 の 補正 が重要 と

なる 【3】．

4，流星観測によ っ て 得られた結果

　こ の 章で は，こ れ まで の 流星観測に よ っ て得 ら

れた主 な結果に つ い て述 べ るが，全体をカバ ーす

る こ と は 不可 能で ある の で，詳細 に つ い て は ［1｝，

【2］，【4】を見 られ た い ．

4．1 流星群

　眼視観測に よっ て得 られた 2等級 よ りも明る い

流星の HR 値が，1年の問に変化する様 チを図3 に示

す［lj．こ の 図に見られ る い くつ か の顕著な ピー
ク

が流星群 に相当 し，そ の輻射点が存在する星座の

名前か ら○○座流星群，とい っ た名前で呼 ばれ て

い る．代表的 な もの は 8月 の ペ ル セ ウ ス 座流 星群

（P），10月の オリオ ン 座流星群（0 ），
12月の ふ たご座

流星群（G ）な どがある．代表的な流 星群につ い て ，

輻射点の 位置，極大 日，出現期間な どが，例 えば

理科年表な ど に掲げて ある．し か しこ れ らの パ ラ

メ ータ は流星 の等級に よ っ て 若干異なる場合があ

通日 （1 月 1 日を 0 目）

図 3．世界時 3時 に お ける，2等級 よ りも明 るい 眼視流星の 1時 間

当た り の 出現数の変化 を 1年間に わたっ て示す．代表的な 流星

群 は しぶ ん ぎ座（Q ），お う し座β｛βT），ペ ル セ ウス 座〔P＞，オ リオ

ン座〔O ），ふ たご座（G ）各流星群が ある｛［11の 131 ペ
ー

ジ，図4 より

引用）．
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り，輻射点の 位置は木星に よる摂動などに よっ て，

年とともに変化する ，流星の 出現数 も年に よ っ て

変 化 し，か な りは っ きりした周期的変化 を示す も

の もあ る．例 えばペ ル セ ウ ス 座流星群は約120年周

期で増減し て お り，し し座 流星群 に は33．25年 の 周

期があるとい われ て い る 【1］，こ の流星群に つ い て

は，前回の大出現（「流星雨」，と呼ばれ る こ とがあ

る）が1966年に発生 した ため，次回は 1998−1999年

に発生 して，HR が5000程度に達する こ とが期待 さ

れ て い る ［8］．流星群は夜間だけで なく，当然 の こ

となが ら昼間に も出現 し， 昼間群 と呼ばれ る ．こ

れ らの流星群の 存在は電波観測 に よっ て初め て 確

一8

騨9

　　，10K

1「丶　一11

1丶
榔
蕨 ．12

箸
膨 ・

ミ
面 一142

卿15

一16

14

等級 （天頂に襖算）

10　　　　 6　　　　 2

認 されたもの で ，主な昼間群 と して は，6月8日を

ピークとして5月22日から7月5日頃まで 出現が見ら

れ る ，お ひ つ じ座流 星 群があ る ［7】．

4．2 流星物 質の フ ラ ッ ク ス

　単位面積 ， 単位時間当た り流入する流星物質の ，

ある
一

定の値 よ りも大 きい 質量 を持 つ 粒子 の 総数

を累積 フ ラ ッ ク ス と呼ぶ ．図4 に眼視，電波観測か

ら求めた累積フ ラ ッ ク ス を，等級，電子線密度の

関数 として 表 した もの を示す 田 ．こ の 図は多くの

流星 を平均した もの で あるが，累積 フ ラ ッ ク ス の

形 は 流星群に よ っ て 異な り，流星群の 年齢，母彗

一2

10 12　 　 　 　 　 14

　L。910 ・tz 《m
°1
〕

（α
，

：電子の線密度）

16

図4．流星 の 累積 フラ ッ ク ス を天 頂に

換算 した等級（上の 目盛｝と電子の 線密

度の 対数 （下 の 目盛）に対 して示 した も

の．破線A は レ ーダー観測 か ら，破線

Bは 眼 視観測 か ら求 め た 最適合 直腺

（【1］の 149 ペ
ー

ジ，図14よ り引用｝．
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星の性質な どに依存する こ とが予想 される．

4．3 流星物質の軌道

　 これ まで に写真観測 ，レーダー観測に よっ て決

定 された約69000個の 流 星の軌道デ
ータが，ス ウ ェ

ー
デ ン ・ル ン ド天文台に ある国際天文学連合の流

星 デ
ー

タセ ン タ
ー

に保存 され て い るが，前述 の よ

うに観測方法に よっ て検出され る流星の性質に偏

りがあるため ，軌道要素に も偏 りが現れ る，写真

流 星は 3 つ の グ ループ に分類 され，72％ は短周期

彗星 と似た軌道を持ち，蓋8％ は長周期彗星，残 り

10％ は小惑星に似た軌道 を持つ ［5］，レーダー観測

で は，もっ と質量の小 さい 流星が検出で きるため，

こ れ とは少 し様子が異なるが，観測 の 選択効果 や
，

流星物質の 分裂に よっ て，高速度 の 流星が観測 さ

れる割合が減る こ との補正に問題はあるもの の ，多

くの電波流星は主 に彗星 に 起源 をもつ こ とが推定

されてい る．また
， 写真流星 も電波流星 も，軌道

の 近 日点距離が0．1天文単位 よ り小 さい もの はほ と

んど見 られ ない ［1】．

4．4 流星の 速度分布

　流星 の 速度の 下 限は大気圏外か らの 自由落下 の

速度に相当し，こ れ は 11．2km ！sec で あ る，上限 は

地球軌道 に お い て 取 りうる軌道速度の 最大値（42

kmlsec）と， 地球の平均軌道速度（30　km／sec）との 和

の ，72km ！sec となる．こ れ らの 「臨界速度」を念

頭に置 い て観測値を見 る と
，

ス
ーパ ー・シ ュ ミ ッ

トカ メ ラ に よっ て観測 された約2等級の流星の地心

速度は 18kmlsecあた りに ピークを持ち，65　krnlsec

の とこ ろ に2次的なピーク が現れる［9］．電波観測 の

場合は，選択効果や流星物 質の 分裂 に よ る効果の

補正 に問題があ り， 従来言われて きた値よ りも少

し低め の ，25．3kmlsec とい う平均速度が得られ て

い る［10］．そ こで ほとんどの流星の起源は太陽系内

にある と思わ れ て い たが，1990年か ら1991年に か

日本惑星科学会誌Vol．6　No ．4，1997

け て
，

ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ドの AMOR レーダ
ー
観測に

よると，軌道が 決め られたすべ て の 流星の うち，

0，9 ％ が 100・km！sec以上 の 地心速度を持っ て い る こ

とが示された［11】．そ して 高速度流星 の 出現数の季

節変化か ら， 近 くにあるA 型星や B 型星 の 星団が
，

その ような太陽系外物質の発生源 とな っ て い る 可

能性が示唆 され て い る．

4．5 流星の密度

　Babadzhanov ［12】は流星物質の分裂 を考慮 して

レーダ ー観測の解析 を行 い ，流星物質の密度の 平

均値は 3．3　glcm
’で あ り，中には石質隕石や 鉄隕石

に匹敵する密度を持 つ もの もある ことを示した．こ

の値は こ れ まで 広 く認め られ て い た，分裂を考慮

しない 場合の平均密nto．891cm‘

【13］よ りもかな り大

きい ．また散在流星の 平均密度は 2．4g〆cm
コ
で ある

の に対 し，群流星 は少し大 き目 の平均密度を示す

傾向がある．しか し現時点で は こ の線に 沿っ て解

析 された流星 の数が圧倒的に少ない た め
， 統計的

有意性に は問題が残されて い る．い ずれにせ よ，流

星物質は こ れ まで 言われ て きたよ うな ，
ふ わ ふ わ

した塵の 集まりの ようなもの から，鉄隕石，石質

隕石の破片の よ うな もの まで 様々 な形態を持 っ て

お り，そ の 起源 も多様で あるこ とが示唆 され る．

5．流星観測の 今後

　以 ．ヒで 見 て きた よ うに，地上 か らの 流星観測 は

ロ ケ ッ トや人工 衛星 で は検出で きな い 比較的大型

の流星物質の研究 の 手段 と して 有用 で ある．また

飛翔体に よ る短期間の 観測 と異な り，数十年以 上

に わ たる長期 間 の観測 デ
ータ の 蓄積が可能で ある

特徴を生か し，例えば流星群の 年齢 ， 母彗星の大

き さや構造 ， 軌道要素な どに よ っ て 流星群 の 特性

が どの ように変化するか ，
とい っ た未解決の 問題

の解明や ，太陽系外か らの 流星物質の 研究 などが
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今後 も行わ れ る で あろ う．また，流星物質の 分裂

な ど，大気中 における流星物質の振舞い につ い て

もまだ検討の 余地が あ り，こ れ まで に行わ れた解

析の 見直しが必要 となる可能性 もあ る．しか し，新

しい ア イデ ア に基づ く解析 を行お うと して も，そ

れ に 必 要 な基礎デ
ータ が保存 され て い ない ケ ー

ス

も多く， 場合に よ っ て は新規に観測を や り直す必

要性が生 じるか も知れない ．また，1998−］999年に

大出現が予想 され る しし座流星群 に つ い て は，国

際的 に も天候 に左右 され ない 航空機観測な ど
， 多

様 な観測計画が 立案 され て お り，新技術 を駆使 し

た観測に よ っ て，流 星研 究に新 しい 局面が開ける

こ とが期待 され る．
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